「１３６．　『使い捨て』にされる！闇バイトの罠　」
１．指導対象
中学生・高校生
２．教科・科目
学級活動，総合的な学習の時間，
３．指導意図
闇バイトとは、簡単な仕事内容で高額な報酬が得られるといって応募者を募り、実際は違法な特殊詐欺や強盗等の重要な犯罪に加担させるもので大きな社会問題になっている。「闇バイト」という用語が使用されているが、単なるアルバイトなどではなく犯罪である。「闇バイト」の募集は、犯罪実行役の募集にほかならない。例えば、強盗や詐欺、違法薬物の運搬などが含まれる。「高収入（高額報酬）」「即日入金」「書類を受け取るだけ」といった募集には、特に注意が必要である。
闇バイトはSNSやインターネット掲示板で募集されることが多く、応募者は個人情報を提供させられる。犯行グループは、少年を利用して犯罪を実行させた後、約束の報酬を支払わずに「捨て駒」として切り捨てられたり、警察に密告され逮捕されたりした事例もある。さらに、犯行グループはバイト募集時に少年から入手した個人情報を基に脅迫し、恐怖心を植え付けて犯罪への加担を強制され、離脱を阻止される。少年の家族にも脅しが及ぶこともある。
たった一度でも手を染めれば最後には必ず警察に検挙される。なぜなら、脅し等により、警察に逮捕されるまで使われ続けるからである。関わって得られるものは何もない。
また、犯罪によって被害者やその家族に一生消えることのない深い傷を与えることとなり、自分の人生だけでなく他人の人生も台無しにするものである。
少年たちが「闇バイト」に応募し、犯罪行為に加担する流れのパターンのなかで最も多くみられる基本的なパターンは、警察庁の資料によると
① 自らSNS で「高額報酬」等を検索・応募
② 犯行グループから連絡が入り、以降、匿名性の高いアプリでやりとり
③ 犯行グループに言われるがまま個人情報を送信
④ 犯罪行為への加担を拒否すれば犯行グループが個人情報を基に脅迫
という流れである。
少年たちは、自ら一般的なSNS、コミュニティサイトなどで「高額報酬」「闇バイト」などと検索し応募する。また、少年の場合、自ら応募する以外にも「先輩・友人に誘われた」といったものが一定数あり、少年が「闇バイト」に応募するきっかけの特徴の1つとして挙げられる。
そこで、今回は、「簡単」「高収入」につられて「闇バイト」に飛びついてしまったユウヤの話をもとに、「闇バイト」に参加することの恐ろしさについて考えていくことにする。
ユウヤは、途中で詐欺であることに気付き止めようとするが、個人情報も登録してしまっていて担当者から脅迫され、仕事を断れない状況に追い込まれてしまう。しかたなくもう一度だけ仕事を引き受ける約束をして仕事をおこなうが、脅迫されて仕事をやめさせてもらえず、仕事を続けさせられることになる。この先どうなってしまうのだろうと思いながら「闇バイト」の仕事を続けていたある日、仕事が終わった時に警察に呼び止められて詳しく事情をきかせてほしいといわれ警察署まで連行されることになってしまった。自分の人生はおしまいだと絶望するユウヤであった。
この教材を見た生徒のみなさんが、実際に「闇バイト」についてどのようなトラブルがおきているのか、どうしてやめられないのか、一度「闇バイト」を始めてしまうとどうなるのかについて、自分で警察庁のHPを調べたり、まわりの人と相談したり、みんなで話し合ったりして、主体的、実践的に考えていく学習の進め方を期待しています。。
４．指導目標
①「闇バイト」とは、実際はどのような仕事内容なのかを理解する。
②「闇バイト」は、犯罪行為であることを理解する。
③「闇バイト」に応募をしようとする気持ちについて話し合う。
④「闇バイト」を一度引く受け手しまうとやめることができなくなる理由を理解する。
⑤「闇バイト」を一度引き受けてしまってやめることができなくなっているユウヤの気持ちについて話し合う。
⑥「闇バイト」についてどのような問題が起きているのか調べたり話し合ったりして発表できるようにする。
⑦「闇バイト」に引き込まれないためには、どのようなことに注意したらよいのか、犯罪行為に加担させられそうになった時にどうすればよいのか話し合う。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	１　導入
〇「闇バイト」について知っていることを問いかける。
・「闇バイト」は、強盗や特殊詐欺の仕事である。
・「闇バイト」は、犯罪行為になる。
・「闇バイト」は、高額収入といって人を集めている。
・「闇バイト」を一旦引き受けるとやめられなくなる。
２　展開

（１）教材動画を解説の前まで視聴し、教材ムービーの内容の流れと各場面でのそれに対するユウヤの気持ちを整理していく。
〇「闇バイト」に飛びついてしまったユウヤは、個人情報を知られてしまっているために仕事を断れなくなっている状況を理解する。
・ユウヤは、どのような個人情報を知られてしまっているのか確認する
・氏名　・生年月日　・高校名
・家族の名前　（・住所）など
〇仕事を引き受けないのなら、学校やお母さん、お父さんに連絡したり危害を加えたりすると言われた時のユウヤの気持ちを考える。
〇タナカさんから袋を受け取ったユウヤが「もうっ！考えるの、やめよう…」と思っている時の気持ちを考える。
〇これで仕事をやめることができると思っていたのに脅かされてやめることができなくなり次の仕事を頼まれた時のユウヤの気持ちを考える。
〇警察に同行してほしいと言われた時のユウヤの気持ちを考える。
・もう人生がおわりだ。
・学校にもう戻れない。
・お母さんやお父さんは、どう思うだろうか。
・学校のみんなはどう思うだろうか。
（２）どうしてこんなことになってしまったのか考えて発表する
〇ワークシートに書いていく。
・「簡単」「高収入」につられて良く調べずに飛びついてしまった。
・自分の個人情報をバイト先に安易に伝えてしまった。
・「闇バイト」をやめたくてもやめられなくなり何回も仕事を繰り返すことになった。
〇発表する。
３　まとめ
（１）「闇バイト」に応募し、犯罪に加担してしまうことにならないためにはどうすれば良いか考えていく。
〇ワークシートに書く
・「高額報酬」のバイトは、犯罪に関係する危険性が高いので、SNSなどで検索・応募をしない。
・「簡単」「高収入」のバイトには気を付ける。
・急な応募を求める求人情報には注意する。
・バイトの内容を良く確かめる。
・SNSに仕事を探していることを書きこまない
・先輩・友人・知人から誘われた仕事は、内容を良く確かめる。
〇発表する
（２）もし、「闇バイト」を始めてしまったり引き込まれてしまったりした場合どうすればよいのか考えていく。
〇ワークシートに書く
・怪しいと感じた場合は、すぐに家族や警察に相談する
・不安な時は、警察相談ダイヤル#9110や警察署に相談する
〇発表する

	〇「闇バイト」について知っていることを尋ねることによってこれから学習することについて興味を引かせる。また、このことについて生徒がどのくらい知っているのかを知ることにより授業の進め方について参考にする。
〇教材ムービーの内容を板書として整理することより生徒が教材の内容を理解しやすくする
〇動画の各ポイントでのユウヤの気持ちを想像して記録させることにより、教材の内容とユウヤの気持ちの流れを把握しやすくする。
〇ユウヤの気持ちの流れを追っていくことにより一旦「闇バイト」を引き受けてしまうと追い詰められていき、最後は警察に捕まってしまい破滅してしまうことをユウヤの気持ち通して理解させる。
〇学習にタブレットPC等が使用できる場合は、タブレットPCを使用してワークシートに記入する学習を進めていっても良い。
また、ワークシートの項目をスプレッドシートに作成し、シートを共有して同時に記入していくことにより、意見の交流を図りやすくすることもできる。
〇教材動画は随時繰り返して視聴しても良いことを伝えておく。
〇各場面でのユウヤの気持ちについては、随時発表させる。
〇自分の考えをワークシートに書く時は、１人で書いても良いし、自由に周りの人と相談しても良いことを伝えておく。
〇どのような個人情報を伝えてしまっているのかを確認することにより、逃げることや仕事を断ることもできなくなっている状況を理解しやすくする。
〇学校や母、父に言われたらとんでもないことになってしまうと追い詰められているユウヤの気持ちを想像させる。
〇もうどうしたらわからなくなって苦しさから逃げるために考えないようにしようと思っているユウヤの気持ちを想像させる。
〇絶望的な気持ちになり、追い詰められているユウヤの気持ちを想像することにより「闇バイト」は一度引き受けるとやめられなくなり大変なことになることを想像させる。
〇なにもかも終わりだ、自分の人生はむちゃくちゃになってしまったと絶望するユウヤの気持ちを想像させる。
〇個人で考えて書いてもよいし、周りの人と相談して書いても良いことを伝えておく。
〇警察庁の資料も調べさせることにより、少年たちは、自ら一般的なSNS、コミュニティサイトなどで「高額報酬」「闇バイト」などと検索し応募していることにもふれ自ら応募しないということについても自分たちで調べ考えたり、相談したりする活動を通して理解させたい。
〇警察庁の資料では、検挙された少年たちは、その後の取調べにおいて、「家族や警察に相談すればよかった」と供述している。「怪しいバイトに応募してしまった」など、少しでも不安に感じることがあれば、警察に相談することで犯罪への加担を未然に防ぐことができることを自分たちで調べたり相談したりする活動を通して考えさせたい。



６．指導上のポイント
「闇バイト」に応募する少年たちには、犯罪行為を知りつつ加担する者と、認識が薄いまま脅されて加担する者の2種類がある。共通点は、犯罪行為に加担したことを後悔していることである。前者には、検挙後の悲惨な現実を伝え道徳心に訴える啓発が有効で、後者には、犯罪に巻き込まれる仕組みと予防策・対応策を伝える啓発が効果的であることを踏まえて授業を進めていく。
７．指導資料
・警視庁公式チャンネル（YouTube）
「闇バイト　その先にある絶望」
https://www.youtube.com/watch?v=veZ1FROqPVw
「闇バイト」は犯罪!!（加担防止啓発動画30秒）
https://www.youtube.com/watch?v=Z1ywe_IXCas
警視庁が「ゆっくり解説」これがリアルな闇バイト
https://www.youtube.com/watch?v=4c63tptfPWE
闇バイトは犯罪です
https://www.youtube.com/watch?v=0_GGmZDXUqY
・警察庁
いわゆる「闇バイト」の危険性について
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/yamibaito/hanzaishaboshu.html
・相談窓口
犯罪実行者募集情報に申し込んでしまった、抜け出したいのに抜け出せない方へ
https://www.npa.go.jp/bureau/soumu/soudan/soudanmadoguti.pdf
